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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

自然の理解を深め，見通しを持ちながら，課題の把握や問題解決の能力と自然を愛する心情を育て

る。小・中学校理科との関連を考えながら，人と自然について「天文学」，「地質学」，「気象学」

「自然環境」という４つの視点で探求していきます。人と自然の切り離すことのできない共生共存

について考えながら常に学び続けてください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

(知識及び技能)  

地学の基本的な概念や原理・法則，考え方を理解して知識を身に付ける。 

目的意識をもって観察，実験などを行い、基本的な実験の技能を身につける。 

(思考力・判断力・表現力等)  

日常生活の中で起こるさまざまな自然現象のしくみを科学的に考察し、導き出した考えを適切に表

現する力を身につける。 

 (学びに向かう力・人間性等)  

日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心を持ち、主体的に探求し

ようとする力や科学的な見方や考え方を身につける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

自然現象について、基本的

な概念や原理・原則を理解

し、知識を身に付けている。 

自然現象の中に問題を見いだ

し、探求する過程を通して、

事象を科学的に考察し、導き

出した考えを適切に表現して

いる。 

日常生活や社会との関連を図

りながら地学現象の関係に関

心を持ち、意欲的に探求しよ

うとする。地球や地球を取り巻

く環境を日常から意識するな

ど、科学的な見方や考え方を

身に着けている。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

第 地

球

の

す

が

た 

 

地球の概観 

プレートの運動 

 

a: 地球の形や大きさ，地球の層構造，

地球内部の構成物質や性質の違い

を理解し，地球内部の動きを知識と

して身に付けている。プレートの種

類と世界のプレートの分布を理解

し、世界の大山脈が，プレートの収

束境界で生じた造山運動で形成さ

れたことを理解している。 

b: 地球を構成する元素を示すグラフ

を判読し，地球内部の構成物質の違い

について考察することができる。 

断層や褶曲を，その形態から分類し，

どのように形成されたかを考察で

きる。 

c: 数学的な知識から，地球の形や大

きさについて与えられた課題の解

決を図ろうとしている。  

課題 

考査 

課題 

考査 

課題 

ノート提

出 

地
球
の
活
動 

地震 

火山活動 

 

a: 火成岩の組織と，岩石中に含まれ

る造岩鉱物の量をもとにして，岩石

名を判断することができる。 

b: 日本付近の地震の分布図および

南海地震前後の室戸岬の変動を示す

グラフから，地震のおこるしくみに

ついて考察し、日本付近の地震の分

布の特徴を見いだすことができる。 

マグマの性質と噴火の様式や火山の

形を示す表から，実際の火山につ

いて，噴火のしかたやその形とマ

グマの性質との関連を考察するこ

とができる。 

c: 地震の分布や地下のプレートに関

する資料から，地震の発生とプレー

トの動きとの関連について検討し

て，課題や疑問を見いだしている。 

課題 

考査 

課題 

考査 

課題 

ノート提

出 
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2 

学

期 

大
気
と
海
洋 

地球のエネルギー収支 

大気と海水の運動 

 

a: 大気圏の構造の特徴や雲の発生と

降水のしくみ，風が吹くしくみや， 

海洋の層構造，地球規模の大気と海

洋の循環や大気と海洋の相互作用

について理解し，知識として身に付

けている。 

b: 太陽放射と地球放射の波長とエネ

ルギーのグラフから，太陽放射と地

球放射を比較し，地球のエネルギー

収支の図から，地球の温度が安定し

ている理由を考察し，説明すること

ができる 

c: 緯度によるエネルギー収支，地球

規模の大気の循環に関心をもち，

地球の大気に吸収された太陽エネ

ルギーのゆくえと，その働きにつ

いて意欲的に学習しようとしてい

る。  

課題 

考査 

課題 

考査 

課題 

ノート提

出 

宇
宙
と
地
球 

 宇宙と太陽の誕生 

 太陽系と地球の誕生 

 

a：宇宙の誕生過程，絶対温度 K，銀

河系の構造，太陽の誕生過程や，太

陽の活動，太陽系を構成する天体の

誕生過程や起源などそれぞれの特

徴について理解し，知識として身に

付けている。 

b:太陽系の形成時の位置や質量など

の違いと関連させて，地球型惑星

と木星型惑星の内部構造の違いに

ついて考察することができる 

c: 宇宙の始まりに関心をもち，どの

ように誕生して現在のすがたにな

ったのかについて意欲的に探究し

ようとしている。 

課題 

考査 

課題 

考査 

課題 

ノート提

出 
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3 

学

期 

 

 

 

生
物
の
変
遷
と
地
球
環
境 

 

 地層と化石  

地球と生物の変遷 

 

a: 河川の働きと地層の形成，地球環

境の変化と生物界の変遷について

理解し，知識として身に付けてい

る。堆積岩の観察では，堆積物の種

類などによって堆積岩を分類でき

る。 

b: 地球の酸素濃度や二酸化炭素濃度

のグラフや，海水面の変化を示すグ

ラフから，生物の進化や絶滅と地球

環境の変化との関連について考察

することができる。 

c: 地球の環境と生物の変遷に関心を

もち，環境変化と生物の進化や絶滅

との関連について考察し，課題や疑

問を見いだして，意欲的に探究しよ

うとしている。 

 

課題 

考査 

課題 

考査 

課題 

ノート提

出 

地
球
の
環
境 

地球環境の科学 

日本の自然環境 

 

a:地球温暖化による地球環境の変化

や人間生活とのかかわりを理解し，

知識として身に付けている。日本の

四季の天気の移り変わりを理解し，

衛星画像と天気図から，日本の特徴

的な天気を判読することができる。 

b:気象観測のデータや，ハザードマッ

プから，どのような災害が発生する

可能性があるのか判読し，被害を減

らす方法について考察することが

できる。 

c:自然災害の予測や防災に関心をも

ち，自然災害の特徴や予測のしか

た，また，対策として行われてい

る取り組みについて意欲的に学習

しようとしている。 

課題 

考査 

課題 

考査 

課題 

ノート提

出 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度    


